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建築・デザイン学科

・中規模用途の建築をデザインし建築構造ならびに建築設備等の技術的検討を加えることができる。：達成した。
・建築の条件と敷地の条件を的確に把握できる。：達成した。
・建築の全体と関係付けて細部のデザインを行うことができる。：細部のデザインが未熟であった。
・設計された案を適正にプレゼンテーションすることができる。：模型によるプレゼンは達成できた。

井原徹、小池博、井上聡、清原昌洋

・中規模用途の建築をデザインし建築構造ならびに建築設備等の技術的検討を加えることができる。（B6）
・建築の条件と敷地の条件を的確に把握できる。（B6）
・建築の全体と関係付けて細部のデザインを行うことができる。（B6）
・設計された案を適正にプレゼンテーションすることができる。（A7,B6）"

"第１回：導入講義：授業の進め方と概要の説明、成績評価法、設計のまとめ方等
第２回：課題—１「展示施設」　課題の理解。資料配布
第３回：エスキス指導—敷地条件の理解・建築与条件の確認と立案
第４回：エスキス指導—機能条件の理解・動線処理と機能構成による立案
第５回：エスキス指導—構造計画と設備計画による立案．エスキスの提出
第６回：立体構成—断面による空間構成・プレゼンテーション
第７回：図面提出・プレゼンテーションならびに講評
第８回：課題—２「教育施設」　課題の理解。資料配布
第９回：エスキス指導—敷地条件の理解・建築与条件の確認と立案
第10回：エスキス指導—機能条件の理解・動線処理と機能構成による立案
第11回：エスキス指導—構造計画と設備計画による立案．エスキスの提出
第12回：立体構成—スタディ模型による空間構成の検討
第13回：立体構成—断面図による空間構成の検討
第14回：計画ならびにデザインコンセプトのまとめ
第15回：図面提出・プレゼンテーションならびに講評"

実技

教員4名体制で、決め設計教育をすすめたい。
建物のみでなく、敷地や環境に対応した設計ができる。また図面と模型の整合性の向上に努めたい。

１０点総合評価で平均８点は特に問題ない。しかし、残念ながら設計成果には直結していない。今年の成果を来年
度の参考にしたい。

２０１３年度　前期 リフレクションペーパー

建築の最終評価にあたって、模型での評価にウエイトが偏ってしまう傾向がある。来期は設計図書は別に評価す
る方法を検討したい。

建築設計Ⅲ

専門科目

部外評価
プレゼンテーション

 


